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平成 18 年 7 月 25 日、平成 18 年度 第 1 回幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
第 1 回懇談会の主な発言をご紹介します。 

 
 
・ 整備した施設を上手く活用していくには、管

理について考えないといけないと思う。 

・ あやめ公園では、町内会で苗床づくりをして

おり、同じように協力が得られたら良いと思

う。 

・ 上幌向でもワーキング形式で地域住民と活

動をしており、ワーキング形式で計画を進め

るのは良いと思う。 

・ 子供の意見を聴く工夫が必要である。また、

ワーキングに参加出来ない人からもインタ

ーネット等で広く意見を聴いてはどうか。 

・ 将来的にこの公園

が地域に引き継が

れていくようにな

ると良いと思う。 
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平成 18 年 9 月

▲第 1回 幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会の様子 

第１回 幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会
の主な発言から 

ワーキングについて 

平成 18 年度 第１回幾春別川ふるさとの川づく

り懇談会を、以下のとおり開催しました。 

・ 日時：平成 18 年 7 月 25 日（火） 

10：00～12：00 

・ 場所：岩見沢コミュニティープラザ 

多目的ホール C

当日は委員 13 名が出席しました。平成 18 年度

の第１回目ということで、主催者である岩見沢河川

事務所長からの挨拶の後、座長として宝沢委員が

選出され、副座長として三笠の湖・川・緑を愛する

会 会長の髙篠委員が指名されました。 

次いで事務局から幾春別川河川整備計画が策

定されたことについて報告があった後、今年度の

懇談会の進め方について提案がありました。また

その後、河畔公園・消流雪用水貯水池公園にて現

地調査を行いました。 

貯水池周辺を調査 



 
 

・ 河畔公園・消流雪用水貯水池公園は、かつて

出来た時に良いところだと思っていたが、現

在どのようになっているか気になっていた。 

・ 市街地付近の幾春別川は水深が深く、濁って

おり、季節によって水量が違う。清流のイメ

ージでの河川整備は合わないと思う。 

・ 河畔公園・消流雪用水貯水池公園に人を集め

るためには、特色ある花を植えるなどしては

どうか。岩見沢には、ミズバショウやヤチブ

キなどが植えられている公園があり、カタク

リ、エンレイソウなどの野草もあるので、そ

れを見ることを目的に公園に行くことがあ

る。かつて河川敷に生えていたカタクリなど

を植えるのも良いと思う。 

・ 人を集めるには魅力が必要であり、見に行く

きっかけになるものを作れば良いと思う。 

・ 幾春別川新水路の幌向周辺にしか分布して

いない野草が少なくなってきている。岩見沢

周辺（空知地方）にしか分布していない湿地

性の野草などを植えてはどうか。 

・ 岩見沢周辺は公園が多いが、ここは水に親し

む公園として、釣りが出来るような水辺に親

しめるような整備をするのが良いと思う。名

称も「水に親しむ公園」というような意味に

するのが良いのではないか。 

・ 一年を通して自然を感じられるように出来

たら良いと思う。 

・ 安全な施設をど

のようにして作

るか、また管理の

手法も検討して

いく必要がある。 

・ 花は子供を引き寄せ、子供に連れられて親も

引き寄せる効果があると思う。また、花だけ

ではなく、実のなる木を植樹すれば、季節に

よって変化を楽しめるのではないか。 

・ 河畔公園・消流雪用水貯水池公園をもっと活

用するために、親水や生物、花といったイメ

ージの公園にするのが良いと思う。 

 

 

・ 最近、雨による災害が多い。安全・安心な川

を求めればキリがないが、私たちは川に近づ

くことを忘れてはいけないと思う。 

・ 治水性、環境性、親水性などのバランスをう

まくとることが非常に大事だと思う。 
・ ＰＲについては口コミが一番だと思う。末永

く活用してもらうためにも、口コミで広がっ

ていくような魅力ある公園にしたいと思う。 

 
 
 
 
 
 
 

 
第 2 回の「懇談会」は公開で行い、どなたでも

傍聴できます。開催日が決まりましたら、以下

の場所に開催案内を提示します。 

・ 三笠市、岩見沢市、石狩川開発建設部、岩見

沢河川事務所の掲示板 

是非、ご来場ください。 

 

 

 

事務局からのお知らせ 
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ご意見やお問い合わせは、下記事務局 
石狩川開発建設部 岩見沢河川事務所 

〒068-0007 岩見沢市 7 条 9 丁目 
TEL 0126(23)9555 
FAX 0126(25)1697 

まで、お気軽にお寄せください。 

その他 

 

貯水池と街路樹 

河畔公園・消流雪用水貯水池公園の位置 

河畔公園・消流雪用水貯水池公園について 


